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ト

ふ
｢

湖
.

∵
ト

二
ハ

世

紀
マ

ラ

ノ

ス

･

ナ

シ

N
a
c

i

家
の

航
跡

は

じ
め

に

一

六

世

紀
に

ポ

ル

ト

ガ

ル

を

追
わ

れ

て

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

を

彷
復
し

た
ユ

ダ

ヤ

教
徒
の

幾
筋
も
の

流
れ

が

あ

っ

た
｡

本
稿
ほ

､

そ

の

中

(

1
)

で

び

と
き

わ

異
彩
を

放
つ

航
跡
と

活

動
を

示

し

た

ナ

シ

家
の

遍
歴

を

辿
る

こ

と
に

よ

っ

て
､

こ

の

時
代
の

も
つ

一

つ

の

局

面
､

及
び

ユ

ダ

ヤ

人

に

対

す
る

そ

れ

ぞ

れ

の

地

域
社

会
の

対

応
の

差
異
と

変

化
を

浮
き

彫

り
に

し
て

み

ょ

う
と

す
る

も
の

で

あ
る

｡

ナ

シ

家

ほ
､

ポ

ル

ト

ガ

ル

を

出
た

あ

と

ひ

と

た

び

ア

ン

ト

ウ
ェ

ル

ベ

ン

に

居
を

定
め

､

そ

れ

か

ら

ヴ

干
ネ

ッ

ィ

ア
､

フ

ェ

ル

ラ

ー

ラ

を

経
由
し
て

ト

ル

コ

に

入

り
､

そ

こ

で

｢

ナ

ク

ソ

ス

公
+

の

称

(

2
)

号
を

も
つ

こ

と

に

な

る

富
裕
な

商
家
で

あ
る

｡

も
っ

と

も

今

日

の

研

究
状
況
の

も

と
一
で

ほ
､

ナ

シ

家
が

こ

の

遍
歴
の

途
上

､

商

業
･

中

沢

勝

三

ヽ

ヽ

ヽ

金

融
活

動
に

お

い

て

各
地

で

ど
の

よ

う

な

対

応
を

迫
ら

れ

た

か
､

そ
の

経

緯
を

明

ら
か

に

す
る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

そ

れ

で

も

宗
教

上
の

異

質
社

会
を

股
に

か

け

た

特

定
の

人

間

集

団

の

波

潤
に

満

ち

た

顛
末
は

私
た

ち
に

一

種
の

衝
撃
を

与

え

ず
に

は

お

か

な

い

も
の

で

あ
る

｡

本
稿
は

､

主
に

グ

リ
ユ

ン

ボ
･

バ

ラ

ン

の

研

究
に

(

3
)

､

,

､

､

､

拠
っ

て
､

ト

ル

コ

定

着
ま
で

の

ナ

シ

家
の

遍
歴
の

事
情
を
さ

ぐ
る

(

4
)

こ

と

に

重

点
を

お

く
こ

と
に

し

た
い

｡

(

1
)

ト

ル

コ

に

定

着

す
る

ま

で

ほ

メ

ン

デ

ス

家

宣
巴
∽

○

ロ

巳
年
ロ

d
e
N

を

名

乗
っ

て

お

り
. ､

ナ

シ

家
と

い

う
よ

う

に

な

る

の

ほ
一

五

五

四

年

頃
か

ら

の

こ

と
で

あ

る
｡

(

2
)

句
･

田
r

2
一

丸
e
-

.

卜
串

ら
八

芯
礼
軋
k

ぎ
書
記

も
屯

監

訂

…
Q

さ

札
屯

芸
監
軋

訂
下

言
監
芸

む

～
､

母
Q

屯

冨

礼
Q

勺

g
母

甘

ヽ

ト

.
N

ロ

ー

爪

已
t
】

O

n

旨
く

喜

旦
p
一

品
m
e

ロ
t
血

p

-
H

-

勺

賀
i

s

+

ま
P

p

勺
-

き

一
志
-

芸
､

-

合

+
会

-

-

毛
､

｡
t

C

∴

G
･

冒
腎

-

.

声
e

冒
昏

哲

邑
t

a

ロ

d

t

F
e

旦
･

膠
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邑
N
爪

己
O
n

O

:
n
t

e

言
M

己
○

ロ

巴

唱
-

-

t

訂
s
∴

i

n
‥

→
母

計
Q

守
忘

芸
等

の
巴
6

き
訂

計
邑
切

､

レ

ズ
ー

¢

謀
)
.

H

O

ア

F
‥

芦
-

e

d
･

-

3
Q

の

箋
b

邑

〔
ヾ

計
訂

阜
､

訂

哲
害ヾ

旨

邑
計

C

邑
崇

3
さ

.
ビ
U

ロ

計
ロ

､

-

ミ
00

･

p
･

S

邦
文

文

献
で

は
､

W
･

甘
･

マ

タ

エ

ー

ル
､

清
水
廣

一

郎

訳

『

ヴ
ェ

ネ
ツ

ィ

ア
』

一

九
七

九

年
､

二

ニ

ー

-
二

二

二

頁
､

参
照

｡

(

3
)

勺
.

G

2
n
e

b
P

日

宇
出

邑
ぎ

､
｡

最
知

り

訂
b
叫

､

丸

害

弘
也

き
…

･

勺

邑
s

-

-

ま
∞

ナ

シ

家
に

つ

い

て

は

他

に
､

芦

A
･

｢
e

く

¥

b
Q

達

甘

且
V

計

り

訂
乱
.

顎

害
毒

冒
書

き
≒
h

､

篭

訂
q

句
中

邑
賢

§
礼

箋
乱

､

監
ど
訂

b

母
訂

喜
訂

…
乱

莞
吉

N
h

草

野
邑
琶
-

-

00

軍
E
･

C
2
T

m
巴
¥

b
Q

達

､
Q
h

各
卸

宅
已

苧
札

害

丸
恥

宅
賢
声
句
H

賀

旨
ユ

昌
り

す
己
e
-

n
-

-

監
00
‖

C
.

河
○

声

つ
雷

屯
Q

ミ
b

見

当
莞

丸

:
訂

b

監
屯

旦

書
き
切

､

勺

邑
乳
化

首
F

ぎ
ー

窒
00

･

以

上

四

点
の

研

究
書
は

全
て

渡

辺

金
一

氏

よ

り

提
供
さ

れ

た

も

の

で

あ

る
｡

な

お
､

遍

歴
の

事

情
に

つ

い

て

最
も

詳
し
い

の

が

グ

リ

ユ

ン

ボ
･

バ

ラ

ン

の

著
書
で

あ
る

｡

(

4
)

従
っ

て

ト
ル

コ

領
内

定

着
後
の

ナ

シ

家
の

-
1
と
い

う

よ

り
ジ

ョ

セ

フ
･

ナ

シ

の

1
､

い

わ

ば
ト

ル

コ

外

交

官
と

し

て

の

多
彩

な

活

動
は

､

本

稿
の

視

野
か

ら

外

れ

る

こ

と
に

な
る

｡

一

五

〇
六

年
四

月
に

多
数
の

マ

ラ

ノ

ス

が

リ

ス

ボ

ン

市
と

そ

の

周

辺
で

虐
殺
さ

れ

た
｡

こ

こ

に

い

う
マ

ラ

ノ

ス

と

は
､

カ

ト

リ
ブ

タ

に

改

宗
し

な
が

ら
そ

の

実

秘
密
裡
に

父

祖
の

宗
教
を

奉
じ

て

い

(

5
)

る
ユ

ダ
ヤ

人
の

こ

と

を

い

う
｡

周

知
の

よ

う
に

､

ス

ペ

イ

ン

で

ほ

(

6
)

一

四

九
二

年
に
ユ

ダ

ヤ

人
に

対

し
て

国

外

退
去
か

改

宗
か

､

い

ず

摺

れ

か

の

選
択
が

迫
ら

れ
､

そ

れ

に

よ

っ

て
ユ

ダ

ヤ

人
の

近

隣
諸

邦

へ

の

逃
亡
が

始
ま
っ

て

い

た
｡

そ

の

際
注
目
さ

れ

る

こ

と

は
､

マ

ラ

ノ

ス

の

多
く
が

ボ

ル

ー

ガ

ル

に

流
入

し

た

と
い

う

点
で

あ

る
｡

そ

の

点
ほ

国
王
ジ

ョ

ア

ン

二

世
が

マ

ラ

ノ

ス

が

企
業
家

的

資
質
に

(

7
)

富
ん

で

い

た

こ

と

を

認

識
し
て

い

た

た

め

と

い

わ

れ

て

い

る
｡

と

こ

ろ
で

彼
の

後
継
者
マ

ヌ

エ

ル

が

ス

ペ

イ

ン

王

女
を

宴
り

､

事
実

上
こ

れ

が

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

ユ

ダ

ヤ

政
策
の

転
機
と

な
っ

て

い

く
｡

し
か

し
ポ

ル

ト

ガ

ル

に

お

い

て

異
端
審

問
が

実
際
に

活

動
を

開
始

し
､

マ

ラ

ノ

ス

の

国
外

逃
亡
が

盛

ん

に

な
る

の

は
一

五

四

〇

年
以

降
の

こ

と
で

あ

る
｡

グ

リ
ュ

ン

ポ
･

バ

ラ

ン

は
､

こ

の

時
期
イ
ベ

リ

ア

半
島
で

改

宗
を

強
要
さ

れ

た
ユ

ダ

ヤ

人

は

約
六

〇

1
七

〇

万
人

､

そ

の

う

ち
三

〇

1
四

〇
万

人
が

半
島
を

離
れ

た

と

み

て

い

(

8
)

る
｡

で

は

彼
ら
が

逃
避
地

と

し
て

選

ん

だ

の

は

ど

う
い

う

地

域
で

あ

っ

た

か
｡

こ

れ

を

以

下

グ

リ
ュ

ン

ボ
･

バ

ラ

ン

に

拠
っ

て

簡
単
に

み

て

お

く
こ

と

に

す
る

が
､

そ

の

際
故

国

を

離
れ

ず
キ

リ

ス

ト

教

徒
化
さ

れ

て

い

っ

た

多
数
の

■マ

ラ

ノ

ス

の

い

た

こ

と

を

忘
れ

て

ほ

(

9
)

な

ら

な
い

｡

ま

ず
コ

ン

ス

タ

ン

チ

ノ

ー

プ

ル

や

サ

ロ

■
ニ

カ

な

ど
の

都
市

を

ヰ

1 ･

耕
一
卜

▲

増

∈
l
l
･

+
･

.

醗
は

㌧
サ

ト

や
1
.

詫
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心

と

し

た
ト

ル

コ

で

あ
る

が
､

そ

の

他

で

は

移
住
者
の

第
一

世

代

が

嘗

初
保
持
し
て

い

た

商
業

･

金

融
･

政

治

上
の

優
勢
な

地

位
は

一

六

世

紀
末
以

後
ア

ル

メ

ニ

.
ア

人

ら
に

取
っ

て

か

わ

ら

れ

て

い

っ

た
｡

イ

タ

リ

ア

ほ
ユ

ダ

ヤ

人
に

は

住
み

よ

い

土

地

で

は

な
か

っ

た

け
れ

ど

も
､

こ

こ

に

は

信
教
の

自
由
な

ア

ン

コ

ー

ナ

と
フ

ェ

ル

ラ

ー

ラ

の

二

都
市
が

あ
っ

た
｡

し
か

し
一

六

せ

紀
後
半
以

後
こ

こ

で

も

事
態

は

悪
化

し
て

い

く
｡

フ

ラ

ン

ス

は

国

法

上
ユ

ダ

ヤ

人
に

居

住
･

営
業

･

信
仰
の

自
由
を

認
め

て

い

な
か

っ

た

が
､

そ

れ

で

も

マ

ラ

ノ

ス

は

極
く

小
さ

な

集
団
の

形
で

フ

ラ

ン

ス

に

潜
入

し

て

い

っ

た
｡

し
か

し
､

ト

ウ

ー

ル

ー

ズ
､

ナ

ン

ト
､

ボ

ル

ド

ー
､

ラ
･

ロ

シ

ュ

ル
､

ル

ー

ア

ン

な

ど
の

都
市
に

で

き
た

コ

､
､

､

ユ

ニ

テ

ィ

も

次

第
に

縮
小

し
て

い

き
､

バ

イ
ヨ

ン
･
ヌ

と
ボ

ル

ド

ー

を

除
い

て
一

(

1 0
)

八

世

紀
末
に

は

消
失
し

て

し

ま

う
の

で

あ
る

｡

そ

し
て

一

六

世

紀
初

頭
以

後
突
如
と

し
て

出
来
上

が
っ

た

リ

ス

ボ

ン

と

ア

ン

ト

ウ
ェ

ル

ベ

ン

間
の

緊
密
な

経
済
上
の

結
び

つ

き
に

ょ

っ

て
､

同

市
に

改
宗
者
が

多
数

流
入

し
､

そ

の

数

ほ
一

五

八

〇

年
頃
ま

で

増
加

し
て

い

っ

た
｡

同

時
に

ア

ン

ト
一

ゥ
ェ

ル

ベ

ン

は

多

く
■
の

マ

ラ

ノ

ス

に

と
っ

て
一

貫
し

て

ト

ル

コ

へ

向
か

う
た

め
の

出

発
地
で

も

あ
っ

た
｡

し

か

し

な

が

ら

反
乱
の

勃
発
と

共
に

彼
ら
の

同
市
へ

の

来
任
ほ

稀
と

な

り
､

か

わ
っ

て

オ

ラ

ン

ダ

と

ド

イ

ツ

が

目

的
地

と

な
ゥ

て

い

ゥ

た
ひ

一

五

九
五

年
に

ア

ム

ス

テ

ル

ダ

ム

に

(

11
)

ス

フ

ァ

ラ

ド

派
の

コ

､

､

､

ユ

ニ

テ
ィ

が

創
設
さ

れ
､

や

が

て

西
欧
ス

フ

ァ

ラ

ド

派
の

｢

ロ

ー

マ

+

と

な
っ

て

ゆ

く
の

で

あ

る
｡

オ

ラ

ン

ダ

で

は
ユ

ダ

ヤ

人

は

大

幅
な

自
由
を

得
て

､

精
神
世

界
で

際
立

っ

た

足
跡

を

示

す
こ

と
に

な
る

｡

ま

た

北

海
方

面
で

は
､

ハ

ム

ブ

ル

ク
､

エ

ム

デ
ン

､

ダ

ン

ツ

ィ

ヒ

に
､

そ

れ

に

ロ

ン

ド

ン

に

も
マ

ラ

(

1 2
)

ノ

ス

の

コ

ロ

ニ

ー

が

形

成
さ

れ

た
｡

(

5
)

G
2
n
e

b

呂
m
･

出
巴
】
i

n
､

尽
.

邑
.

.

ワ

ー

ー
.

｢

マ

ラ

ノ

ス

+

に

つ

い

て

詳
し

く

は

P

S
.

封
e

く

P
F

∴
｢

望

m
P

ヨ
p

ロ

袋
-

､

i

ロ
‥

知
寒
空

竜

告
田

内
､

串
軋

毘

ヽ
ま

旨
Q

♪

-

-

恥

(

-

諾
3

参
照

｡

そ

れ
に

よ

れ

ば
､

カ

ス

テ

イ

リ

ヤ

語

(

m
P

R
巴

-

0
)

と
ポ

ル

ト

ガ

ル

語
(

m
p

R

ぎ
)

に

お

い

て

ほ
､

古

く

か

ら

そ
の

語
を

｢

豚
+

の

意
味
で

用
い

て

お

り
､

語

源
は

ア

ラ

ビ

ア

諸
に

さ

か

の

ぽ

る

と
い

う
｡

豚

は
ユ

ダ

ヤ

教
に

お

い

て

も

禁
忌
で

あ
っ

た
｡

ワ

山

戸

な

お
､

改

宗
者
マ

ラ

ノ

ス

の

及

ぼ

す

甚

大

な

歴

史
的

意
味
に

つ

い

て
一

般

的

に

ほ
､

増
田

義
郎

『

コ

ロ

ン

ブ

ス

』

一

九
七

九

年
､

参
照

｡

ま

た
マ

ラ

ノ

ス

は
､

新
た

に

キ

リ

ス

ト

教

徒
と

な
っ

た

と
い

う

意

味
で

｢

新
キ

リ

ス

ト

教
徒
+

と

も

呼

ば
れ

る
｡

他
に

､

石
田

友

雄

『

ユ

ダ
ヤ

教
』

一

九
八

〇

年
､

二

八

六
､

二

九

八

頁
､

参
照

｡

(

6
)

｢

ユ

ダ

ヤ

人
+

､

及

び

｢

ユ

ダ

ヤ

教

徒
+

の

何

た

る

か

ほ

す
こ

ぶ

る

微
妙
な

問
題
で

あ

る

が
､

こ

の

点

次
の

指
摘
が

参
考
に

な
っ

た
｡

9

阪

東
淑
子

･

板

垣

雄
一

二

･

対

談
｢

パ

レ

ス

チ

ナ

問
題
の

歴

史
的
理

解

花
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の

た

め
に
+

『

歴
史

評
論
』

三

六

五

号
､

一

九

八

〇

年
､

八

-
九

頁

の

板
垣
の

指

摘
｡

(

7
)

G
r

仁

n
e

b

P
亡

m
･

四
P

≡
n

､

阜
邑
･

､

p

+
山

こ
･

く

賀

容
写
｡

岩
n

･

拙

宅
尽

賢
b

曹

司
ミ

邑
息
鵡
顎
q

已
b

監
Q

母
§
計

莞
叫

芸

-

P

§
軋

-

㍗

､

邑
､

ぎ
邑

畏
S
t

蔓
笥
羊
-

芸
〇

･

S
S
･

-

合

戸

な

お

特
に

注
(

6
)

の

増
田

の

文

献
も

参
照

｡

(

8
)

G

2
日
O

J

2

苧
出
巴
-

ぎ

息
･

邑
･

-

p

p

+
ヰ

+
か

･

こ

の

点
ゾ
ム

バ

ル

ト

に

よ

る

と
､

一

四

九
二

年
に

イ
ベ

リ

ア

半

島
に

二

三

万
四

千

人
の

ユ

ダ

ヤ

人
が

お

り
､

五

万

人
が

洗
礼
を

施
さ

れ
､

二

万

人
が

死

に
､

一

六

万
五

千

人
が

国
を

去
っ

た
と

い

う
｡

移
住
先

は
､

ト

ル

コ

が

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

領
を

含
め

て

九

万

人
､

オ

ラ

ン

ダ
､

ハ

ム

プ
ル

タ
､

イ

ギ
リ

ス

等
が

二

万
五

千

人
､

モ

ロ

ッ

コ

二

万

人
､

ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

一

万

人
､

イ
タ

リ

ア

九
千

人
､

ア

メ

リ

カ

五

千

人
と

推
計
し

て

い

る
｡

W
.

∽

O

m
b

胃
t

-

b
訂

､

邑
芸

§
乱

軋

e

葛
叫

鼓
q

計

息
旨
訂
声

｢
已
p

巴

甲

-

¢

-

-
･

∽

∽
･

-

h

-
-

P

(

9
)

G

2
n
e

b

呂
m
･

匹
P
-

-

ぎ

阜

邑
･

･

p

ワ

ー

か

-
-

γ

(

1 0
)

誉
礼
.

､

p

p

+
恥

-
N

P

知
e

く

阜

岳
賀
H

賀
e

㌣
勺

p
･

巴
-

爪

声

(

1 1
)

▼
石
田

友

雄
､

前
掲

育
､

二

七

五

頁
､

参
照

｡

(

1 2
こ

本

筋
は

主
に

G

2
n
e

b

賀
早
宮

r

-

ぎ

阜
b

ぎ

写
-

叫

-
N

N

･

に

拠
る

｡

前
章
で

み

た
ご

と

く
､

一

六

せ

紀
の

開
始
と

共
に

マ

ラ

ノ

ス

が

ノ

ア

ン

ト

ウ
ェ

ル

ベ

ン

に

来
任
す
る

よ

う
に

な
っ

て

い

た

が
､

こ

れ

榔

は

ま

さ

し

く

｢

喜
望
岬
を

迂
回

す
る

ル

ー

ト

の

発
見
と

イ
ベ

リ

ア

(

u
)

諸

港
へ

の

貴
金

属
の

流
入

と

が

促
し

た

経

済

革
命
+

が

同

市
を

･
(

M
)

繁
栄
の

頂
点
に

押
し

上

げ
て

い

っ

た

か

ら

に

ほ

か

な

ら

な
い

｡

そ

う

し
た

中
で

マ

ラ

ノ

ス

で

あ

る

デ
ィ

エ

ゴ

･

メ

ン

デ
ス

(

望
e

笥

(

15
)

冒
O

n
d
e

N

)

が
一

五
一

五

年
頃
同

市
に

定

着
し

た
｡

彼
は

リ

ス

ボ

ン

在
住
の

兄
フ

ラ

ン

シ

ス

コ

と

全

欧
で

も

有
数
の

商
社
を

経
営
し

(

1 6
)

て

い

た

の

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で

マ

ラ

ノ

ス

の

来
任
は

当

初
当

局
の

歓
迎
す
る

と
こ

ろ

で

あ
っ

て
､

カ

ル

ル

五

世
は

､

ポ

ル

ト

ガ

ル

か

ら
の

改

宗
者
に

対

し
て

､

一

五

二

六

年
三

月
二

〇
日

と
二

九

年
二

月
二

七

日

の

勅
令

で
､

ネ

ー

デ
ル

ラ

ン

ト

に

定

着
し
そ

こ

で

安

全
に

住
め
る

こ

と

を

保
障
し

た
｡

し
か

し

ポ

ル

ト

ガ

ル

か

ら
の

来
任

者
が

ふ

え

る

に

つ

れ

て

事
態
は

変
化
し

て

い

っ

た
｡

そ

れ

ほ

彼

ら

が
､

｢

秘
密
裡
に

(

1 7
)

ユ

ダ

ヤ

教
を

奉
じ
+

､

ま
た

ト

ル

コ

に

赴
く

た

め

に

同

市

に

｢

一

(

1 7
)

時
的
に

立

ち

寄
る
+

に

す
ぎ

な
い

と
い

う

告
発
が

怒

さ

れ

る

よ

う

(

娼
)

な

状
況
に

な
っ

て

い

た

か

ら
で

あ
る

｡

こ

う

し

た

過

笹
で

デ
ィ

エ

ゴ

は
一

五

三

二

年
二

月
に

逮
捕
さ

れ

た
｡

こ

の

と

き

ほ

す

ぐ
に

釈
放
さ

れ

た

が
､

三

二

年
七

月
に

彼
は

異
端
の

密
告
を

受
け
て

殻
獄
さ

れ

た
｡

こ

れ

に

対

し
て

同

市
在
住
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叫
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の

外
国

商
人
の

コ

ン

ス

ル

ほ
､

彼
の

投
鉄
を

特

穐
に

画
す
る

侵
害

(

1 9
)

で

あ
る

と

し
て

抗
議
し

､

ポ

ル

ト

ガ

ル

王

の

代
理

人

R
∈

y

句
e

r
･

ロ

甲
ロ
d

e

N

と

市
当

局
も

そ

の

抗
議
に

連
な
っ

た
｡

こ

う
し

て

こ

の

起
訴
は

証

拠
の

欠

如
の

故
を

以
て

取

り
下

げ
ら

れ
､

七

週

間
後
に

(

2 0
)

･

釈
放
さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

ネ

ー

デ
ル

テ

ン

ト

は

マ

ラ

ノ

ス

に

と
っ

て

必

ら

ず
し

も

安

穏
な

土

地
で

ほ

な

く

な
り
つ

つ

あ
っ

た
｡

メ

ン

デ
ス

逮
捕
直
後
の

一

五

三

二

年
八

月
に

皇
帝
は

ポ

ル

ト

ガ

ル

人
に

与
え

て

い

た

特

権
を

廃

(

2 1
)

棄
し
て

い

た
｡

こ

う
し
た

折
に
+

五

三

六

年
リ

ス

ボ

ン

の

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

が

没

し
､

ポ

ル

ト

ガ

ル

の

異
端
迫

害
が

厳
し

く

な
っ

て
､

メ

ン

デ
ス

家

の

本

拠
が

ア

ン

ト

ウ
ェ

ル

ペ

ン

に

移
さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

た
｡

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

の

未
亡

人

で

あ

る

ベ

ア

ト
‥
リ

ッ

ク

ス

0
0

n
p

せ
e
･

P
t

r

訂

d
①

L
亡

n

p

と

娘
の

レ

イ
.
ナ

R
e

セ
ロ
p

､

ベ

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

(

2 2
)

の

妹
の

ブ

リ

ア

ン

ダ

]

野
訂
n

d

p

が

移
住
し
て

き

た
｡

デ
ィ

エ

ゴ

ほ

ブ

リ

ア

ン

ダ

と

結
婚
し

､

一

五

四

〇

年
に

娘
を

も

う
け

た
｡

メ

ン

デ
ス

家
は
ベ

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

と

デ
ィ

エ

ゴ

の

二

人

に

よ

っ

て

運

営
さ

れ

る

よ

う
に

な

る
｡

そ

し
て

彼
ら
ほ

ポ

ル

ト

ガ

ル

か

ら

逃
れ

て

く
る

マ

ラ

ノ

ス

の

た

め
に

メ

ン

デ
ス

家
の

財
力

を

活

用

し
た

｡

そ

れ

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

の

異

端
審
問
裁
判

所
の

設

置

を

お

く

ら

せ

る

た

め

の

教
皇

庁
へ

の

献
金

と

し
て

ぼ
か

り

で

な
く

､

さ

ら

に

マ

ラ

ノ

ス

の

長
く

か

つ

困

難
な

逃
避
行
の

援
助

に

も

使
わ

れ

た

の

で

あ
っ

た
｡

し
か

し
一

五

四

三

年
に

デ
ィ

エ

ゴ

は

不

帰
の

客
と

な

り
､

義
姉
ベ

ア

ト

リ

ブ

タ

ス

が

メ

ン

デ
ス

家
の

後
事
を

託

さ

れ

る

こ

と

と

な
っ

た
｡

彼
女

を
助

け
た

の

は

従
兄
の

A
亡

一
召
S
t

F

M
ロ

且
亡

e

N

と

の

ち
に

汁

ヨ

セ

フ

･

ナ

シ

の

名
で

そ

の

名
を

馳
せ

る

こ

と

に

な

る

若
き

甥
の

ジ

ョ

ア

ン

‥
､

､

カ

ス

ラ
ー

P

n

E
訂
p
∽

で

(

23
)

あ
っ

た
｡

デ
ィ

エ

ゴ

の

没
後
ベ

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

と
メ

ン

デ
ス

家

は

窮
境
に

陥
っ

た
｡

デ
ィ

エ

ゴ

の

所
有
し
て

い

た

帳

簿
と

全

財
産
の

封
印

･

差
し

押
え

が

皇
帝
に

よ
っ

て

決
定
さ

れ
､

生

前
デ
ィ

エ

ゴ

が

ユ

ダ

ヤ

教

徒
で

あ
っ

た

と

告
発
さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

ベ

ア

ト
∴
ソ

ッ

ク

ス

は

四

万

ド

ゥ

カ

ー

テ

ン

を

使
っ

て

こ

の

難
局
を

切

り

抜
け

た

が
､

し
か

し

執
政
マ

リ

(

カ

ル

ル

五

世
の

妹
)

に

二

〇
万
フ

ロ

リ

ン

の

(

2 4
)

貸
し

付

け
を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
か

っ

た
｡

さ

ら

に

別
の

追
い

討

ち
が

か

け

ら
れ

て

く

る
｡

年
端
も
い

か

ぬ

娘
レ

イ

ナ

の

結
婚
問
題

が

そ

れ

で

あ

る
｡

ベ

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

は

娘
の

将
来
の

結
婚
相

手

は

マ

ラ

ノ

ス

で

あ

る
ぺ

き
だ

と

考
え

て

い

た

が
､

ア

ラ

ゴ

ン

王

家
の

庶
子

と
い

わ

れ

る

貴
族
の

d
O

ロ

句
【

岩
鼓
c

O

d
-

A
り

品

昌
が

十

歳
に

も

満
た

な
い

捌



一 橋論叢 第八 十 四 巻 第六 号 ( 2 2 )

レ

イ

ナ

を

欲
し
い

と
い

い

だ

し
た

の

で

あ

る
｡

彼
は

こ

の

結
婚
の

成

就
を

条
件
と

し

て

皇
帝
に

二

〇

万
ド

ゥ

カ

ー

テ

ン

の

貸
し

付

け

を

約
束
す
る

｡

カ

ル

ル

五

世

ほ

そ

の

と

き
手

元
不

如
意
で

こ

の

貸

し

付

け

を

強
く

望
み

､

ノ

妹
の

執
政
に

対

し
て

､

こ

の

結

婚
を

促
す

よ

う

懇
願
の

書
簡
を

書
き

送

る

ほ

ど
で

あ
っ

た
｡

執
政
マ

リ

も

困

惑
し

た
｡

事
前
に
ベ

ア

ト

リ

ッ

タ

ス

を

訪
問
し
ょ

う
と

し

た

彼
女

ほ
､

｢

衰
弱
と

病
気
+

を

理

由
に

拒
絶
さ

れ
､

ド

ン

･

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

の

強

圧

的
な

姿
勢
鴻

彼
女
の

気
に

入
る

と
こ

ろ
で

は

な
か

っ

た
｡

ま

た

彼
女
に
.

と
っ

て

ほ
､

こ

の

強

要
が

押
し

及
ぼ

す
ネ

ー

デ

■ル

ラ

ン

ト

社

会
へ

の

影
響
も

推
し

量
り
が

た

く
､

た

め

に

マ

リ

ほ

(

2 5
)

ア

ン

ト

ウ
ェ

ル

ベ

ン

ヘ

の

訪
問
を

遅
ら

せ

た

の

で

あ

る
｡

こ

う
い

う

情
勢
の

も
と

で
､

メ

ン

デ
ス

家

は

ネ

ー

デ
ル

テ

ン

ト

を

離
れ

る

決

意
を

固
め

た
｡

一

五

四

四

年
に

通

行

証
の

交
付

が

申

請
し

て

許
可

さ

れ
､

ア

ー

ヘ

ン

の

鉱
泉
場
へ

の

旅
行
が

願
い

出
さ

れ

た
｡

そ

し

て

翌

四

五

年
同
じ

許
可
が

下

さ

れ

た

あ
と

､

ベ

ア

ト

リ
ブ

タ

ス

達
メ

ン

デ
大

家
の
一

族
ほ
ジ

ョ

ア

ン

ら

少

数
を

除
い

て

ア

ン

ト

ウ
ェ

ル

ベ

ン

を

離
れ

､

再
び

戻
っ

て

来
な
か

っ

た

の

で

あ

(

2 6
)

る
｡

行
き

先
き

は

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

で

あ
っ

た
｡

彼
ら
の

退

去
は

周

到
に

用

意
さ

れ

て

い

た
｡

出
立

前
の

数
カ

月

の

周
に

償
聴
の

六
l

O
方

ド

ゥ

カ

ー

テ
ン

以

上
を

現

金
北

す
る

こ

上

が

で

き
て

い

た
｡

も
と

よ

り

こ

れ

が

財
産
の

全
て

で

は

な

い
｡

そ

潤

れ

で

ジ

可

ア

ン

･

､
､

､

カ

ス

が

家

財
を

守
る

べ

く

踏
み

留
ま
っ

た
｡

ジ

ョ

ア

ン

は
一

五

四
六

年
に

C
F
-

ヨ
p

y

で

執
政
マ

リ

と

会

見
し

た
｡

先

き
に

出
さ

れ

て

い

た

メ

ン

デ
ス

家
の

追
放
と

働
産
没

収
に

対

し
て

､

彼
は

不

満
の

意
向
を

示

し
た

｡

容
疑
者
は

罪
を

犯

し
た

わ

け
で

は

な

く
､

し
か

も

皇

帝
の

臣
民

で

は

な

く
て

皇
帝
に

迎
え

い

れ

ら

れ

た

外
国

人
で

あ

り
､

判
決
も

欠

席
裁
判
で

下
さ

れ

た

も

(

2 7
)

の

で

あ

る
､

と
｡

こ

う

し
て

両

者
の

間
に

和
解

交

渉
が

始
め

ら

れ

る
｡

執
政
は

皇

帝
に

対

し
て

執
拗
に

抵

抗
し

た

が
､

カ

ル

ル

五

世

は
一

五

四

七

年

七

月
､

三

万
エ

キ
ュ

と

引
き

換
え

に

財
産
差

し

押
え
の

取
り

消
し

に

同

意
し
た

｡

し

か

し

対
ヘ

ル

ダ

ー

テ

ン

ト

戦
争
に

軍
費
を

必

要

と

し
た

執
政
は

既
に

使
っ

て

い

た

貨
幣
の

返

却
を

履
行

す
る

こ

と

が

で

き

な

く
な
っ

て

い

た

の

で

あ

る
｡

ジ

ョ

ア

ン

は

皇

帝
と

の

和

解
の

無

理

な
こ

と

を

悟
り

､

そ

れ

な

ら
せ

め

て

メ

ン

デ
ス

家
の

ユ

ダ

ヤ

教

従
た

る

こ

と
の

告
発
を

な

ん

と

か

し

た
い

と

考
え

た
｡

こ

れ

に

つ

い

て

は

執
政
ほ

本
気
に

考
え

た

が
､

し
か

し

今

度
は

皇

帝

の

側
が

｢

信
仰
の

故
+

に

譲

歩
し

な
か

っ

た
｡

か

く
て

ジ

ョ

ア

ン

は

所

期
の

目

的
を

果
た

せ

ぬ

ま

ま

ネ

ー

デ
ル

ラ

ン

ト

を

離
れ

た

の

(

2 8
)

で

あ

る
｡

.

=

′

キ
ト

溢
町

†

亨
-

一

†
壬

j
←

■l

ヰ

.

一
晩

I

‥

′



責
｢

頚
8

月
偶

州⊥月

ん実

.･∴

1

且

句
1
.Y

叫

′
瓜

W
r

ヤ

.

盲
'

を
一

二

√

″

ナ
ー

ll

( 2 3 ) 一

六 世 紀 マ ラ ノ ス ･ ナ シ N a ci 家 の 航跡

(

1 3
)

G
2
n
e

b
P
亡

ヨ
･

出
巴
-
i

ロ
ー

尽
■

へ

恵
.

.

p
一

N

γ

(

14
)

喜
望

岬
迂
回
ル

ー

ト

の

も

た

ら

し
た

両

都

市
の

結
び

付

き
に

つ

い

て

は
､

拙

稿

｢

ア

ン

ト

ウ

キ

ル

ベ

ン

の

興

隆
と

銅
=

香
料
交

易
+

弘

前
大

学
『

文

経

論
叢
』

一

四

巷
四

号
､

一

九
七

九

年
､

参
照

｡

(

1 5
)

こ

の

点

D
e

ロ

亡

a

は
一

五
一

二

年
頃
と

し

て

い

る
｡

ナ

0
?

ロ

喜
臥

.

ヽ

莞
屯

邑
軋
芸

計
h

ゝ

替
ぎ
致

虹

§
勾

ま

ぎ
仏

社

鼓
害
恥

ゝ

喜

害

丸
Q

～
､

申
請
3

も
屯

､

笥
甲

A
n

く

巧
S

.

-

や
い

♪

p
.

N

〇
.

(

1 6
)

ア

ブ

ユ

タ

プ

チ

家
と
の

関

係
が

殊
に

香
料

交
易
で

き

わ

め

て

緊

密
で

あ
っ

た
｡

G
ヨ

【

ロ
e

b
p

6

日
･

出
巴
-

i

ロ
ー

尽
.

へ

恵
こ

p
一

N

∞
H

ロ
e

n

⊆
U

臥
､

尽
.

へ

恵
こ

p

や

払
い

N

-

‥

句

∵
E

巴
e
l

n

b

河
0
0

く
e

コ

→
F
2

ヨ

胃
打
e
t

訂
叫

ひ

勺
-

C

e
∽

i

ロ

A

已
w
e
】

･

ワ

ー

h
h

岩

-
-

聖
丁

モ
i

n
‥

知
毒

害

訂
町
Q

礼
恥

七
巴
訂
訂
叫

訂

監

軋
､

顎
訂
訂
叫

声
-

叫

(

-

£
∞

)
､

p

p
･

N

-

い

-
N

-

h

-

そ
の

他
の

メ

ン

デ
ス

の

経

済
活

動
に

若

干

触
れ

て

お

き

た

い

｡

デ
ィ

エ

ゴ

･

メ

ン

デ
ス

は

ま

た

地

元
の

富

豪
フ

ァ

ン

･

ス

ホ

ー

ン

べ

ケ

く
平
ロ

S

已
ト

8
n

訂
打
e

と

も
つ

な

が

り

を

持
っ

て

い

た
｡

H
.

∽
○
-

y
､

q
下

訂
連
叫

h

§
鴨

中

古

か

尽
訟
已
計

§
Q

訂

ゝ

邑
慧
尽
b

逮

軋

読

札
恥

蒜
礼
恥

監
ま

芦

b
Q

ヒ

乱
&
Q

ま

琶
か

ま
吉

敷
慧

芸
叫

達

軋
ま

監
3
.恕
Q

Q

逮

丸

等
謹
も

芸
や

ぶ
叩
中

吉

e

白
寿

の
巴
申
～

ミ

e

申

達

叫
b

ぎ
Q
一

各
鼓
♪

出
ヨ
ト
S
S

e
-

∽
.

-

笥
γ

b
-

N
･

-

山

か
･

後
者

に

つ

い

て

は
､

拙

稿
｢

ア

ン

ト

ウ
ェ

ル

ベ

ン

史

研
究

の

新

段
階

-

E
･

ソ

リ

の

所
説
を

中

心

と

し
で

ー
+

『

西
洋

史
研
究
』

新
輯
第
七

号
､

一

九
七

八

年
､

参
照

｡

デ
ィ

エ

ゴ

の

名
ほ

､

ネ

ー

デ
ル

テ

ン

ト

輸
出
税
額
四

七

位
と
い

う

指
摘
が

あ

る
｡

W
･

甲
已
e
N

.

b
Q

も
ヽ

謹
白

札

乳
訂

h
l

串

監
訂

匂

壱

軋
屯

叫

連

訂
ヽ

連

邑
軋

Q

達

已
恥

和
白

達
札

乳

e

白

達

e

訂
白
】

責
h
b

も
ヽ

雪
中

､

h

叶

甚

丸
Q

芸
b

蔑
ま

芦

せ
コ
ー

笥
0
-

ダ

ー

設
や

､

E
N

.

会
00
‥

i

a
こ

.

J
､

①

舛
勺
○

ユ
m

己
O
n

(

訂
∽

勺
p

y
s
･

出
p
∽

く
e
l

コ
t

巴
i

e

p

胃

≦
U

訂

む
O

t

e
r
r

e

P

ロ

m
i
-

i

e

白

丸
亡

舛
く
H

¢

S

-

訂
訂
∴

i

ロ
‥

ゝ
ま
さ

已

声

内
岩

至
芸
計
h

-

叫
Q

b
叫

恕

丹

n
札

e

已
計

鼓
Q

莞
.

-

ヰ

(

-

設
ヱ
ー

p
.

毛
い

･

な

お

彼
と

塊
携
し
て

い

た

G

3
く
中
ロ

n

T

C

胃
-

O

n

b

g
-
i

A
撫
a

芹

邑
-

が

こ

こ

で
一

位

で

あ
る

点
が

注

目
さ

れ

る
｡

デ
ィ

エ

ゴ

の

順
位
が

低
い

の

は
､

史

料
の

カ

バ

ー

す
る
一

五

四

三

-
四

五

年
の

期

間
の

初
期
に

彼
が

没
し

た
こ

と

(

前

述
)

と

無

関

係
で

ほ

な
い

と

考

え
ら

れ

る
｡

(

1 7
)

G
2
ロ
e

b

p
亡

巨
･

出
巴
-

ぎ

竜
一

へ

恵
.

.

p
.

N

¢
.

(

柑
)

札

監
礼
.

.

p

p
.

N

払

-
N

¢
‥

河
e

畠
r

F

∴
ワ
U

弓
-

､

E
s
t

O
i

r

e

計
m

m
賀

･

r

巴
】

望
㌢

A
ロ
く
0

宗
‥

河
e

O

e

n
∽
¢

ヨ
e

ロ
t
p

n
わ

ー

p

《

ロ
p
t
小

○

ロ

勺

○

ユ
亡

笥
i

s

e

》

d
e

-

h

ご

㌢

【

監
ひ

∵

ぎ
‥

知
毒

害

丸

茂

如
≠

宝

替
ゎ

ヽ

邑
e

茫
r

-

N

N

(

-

貰
い

)
､

勺

p
-

-

N

い

鞄
●

な
お

同

市
の

ポ

ル

ト

ガ

ル

人
の

多

く
は

マ

ラ

ノ

ス

で

あ
っ

た
｡

く
･

く
p

ぶ
亡
e

N

d
e

勺
r

巴
-

p
､

ト
化

恵
言
ゎ

芸
彗

l

b

訂
串
札
内
切

札
､

ゝ
さ

害
ヾ

メ

ナ
ヽ

き

マ
聖
叫

よ
b

ぎ
声

勺

寛
i

s

+
冨
○

､

p

.
-

空
U
‥

G
･

H
)

.

斡
≠

勺
p
･

(

1 9
)

知
P

m
夢
y
-

→

訂

C
吼

や

阜
ト
○

達

札
Q

詩

訂
軋

邑
顎
達

邑
叫

Q

謹

白
叫

廿
Q
～
丸

恵
巳

罫
恥

崇
b

筏
乱
Q

さ

見

知
～

吼

聖
串

訂
旨

り
ま
礼

彗
､

岩
戸
ロ
の

F
e
s

t
①

J

-

笥
如

N

-

-
N

N
.

コ

ン

ス

ル

を

頂
点
に

お

く

｢

コ

ロ

ニ

ー
+

に

つ

い

て

は

簡

単
で

あ

る

が

次
の

拙
稿

を

参

照
｡

｢

ア

ン

ト

ウ
エ

ル

ベ

ン

の

ポ

ル

ト

ガ

ル

人

I
イ
ベ

リ

ア

商
人
コ

ロ

ニ

ー

と

そ

の

活

動

-
+

(

一

橋
大

学

地

中

海
研

究

会

『

地

中

海
地

域
に

お

け

る

集

落
形

成
の

諸

問
題
』

一

九
八

〇
年

､

所
載
)

｡

(

2 0
)

G

ヨ
n
O

b

p
亡

m
･

出
p
-

-

ぎ

阜

邑
一

.

胃
.

N

¢

-
い

F

但

し
こ

の

へ
く
り

投
獄
の

聞

に

彼
に

対

し
て

､

別
の

､

独
占

に

対

す
る

嫌
疑
が

ア

ブ

ェ

乃



一 橋論叢 第 八十 四巷 第 六 号 ( 2 4 )

タ

ッ

チ

と

共
に

か

け

ら
れ

た

が
､

こ

れ

ほ

ル

イ
･

フ

■
エ

ル

ナ

ン

デ
ス

の

執
政
へ

の

働
き
か

け
に

よ
っ

て

取
り

下

げ

ら

れ

た
｡

&
ふ

丸
･

(

2 1
)

但

し

三

七

年
九

月
に

再
び

認
め

ら

れ

た
｡

旨
丸

札
･

-

p
･

い

〇
･

(

2 2
)

デ
ィ

エ

ゴ

は
こ

の

旅

行
に

慎
重

な

配

慮

を

し

た
｡

ぬ

慧
礼
こ

p

p
･

い

○

-
い

N
.

(

2 3
)

丸

思

㌣

勺

p
.

い

N

l
や
干

彼
ほ

一

五

二

〇

年

頃

の

生

ま

れ

と

さ

れ

て

い

る

か

ら
こ

の

頃
ま
だ

二

〇

歳

末
満
と

い

う

こ

と

に

な

る
｡

河
O
t

F
､

尽
.

b

声
.

p
.

N
.

(

2 4
)

G
r

亡

ロ
e

b

P
亡

m
･

田
巴
-
-

ロ
ー

尽
･

邑
●

ゝ

勺
p

･

宝
1

い

h

･

(

2 5
)

軋

g

チ
p

勺
･

訟
-
無
r

ペ

ア

ト

リ

ッ

タ

ス

は

デ

ィ

エ

ゴ

と

ほ

違

っ

て
､

ネ

ー

デ
ル

ラ

ン

ト

を
一

時

的

な

滞
在
地

と

考
え

､

彼
女
に

と

っ

て

の

目

的
地

は

ト

ル

コ

で

あ
っ

た
｡

賢
礼
こ

p
･

ミ
･

(

2 6
)

軋

監
丸
こ

り

宗
･

(

2 7
)

丸

監
礼
こ

p
p
･

宗
-
い

甲

(

2 8
)

誉
㌣
p

p
.

い

∞

-
合
･

な

お

こ

の

後
一

五

四

九
年
に

､

短

期
の

､

つ

ま

り

四
三

年
以

後
の

マ

ラ

ノ

ス

の

移

住

者
の

追

放
令
が

出
さ

れ

る
｡

軋

監
礼
.

.

ワ

志
‖

河
e

く

P
F

∴
勺
○
亡
r

-
､

E
s
t

O
i

r

e

d
¢

00

m
P

R
p

ロ
O
S

㌢

A
n
く
①

蒜
.

､

p
.

N

-

さ

H
･

勺
O

E
.

b
訂

勺
Q

a
ま
晦

訂
h

芸
礼

讃

』

邑
巾

冨

尽
冨

(

岩
笥
-
岩
岳
)

､

W
-

e

s

b

邑
e

ロ
.

-

ミ
㍗

S
･

巴
･

ベ

ア

ト

リ
ッ

ク

ス
一

行
が

ど
の

よ

う

な
ル

ー

ト

で

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

に

至
っ

た

か

判
然
と

し
な

い

が
､

グ

リ
ユ

ン

ボ
･

パ

ラ

ン

ほ

リ

ヨ

ン

か

ら
ミ

+

フ

ノ

を

経
た

と

考
え

る
｡

そ

し
て

二
血

四

六

年
七

月

湖

東
に

は

彼
女

ら
が

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

に

着
い

て

い

る

こ

と

が

知
ら

れ

(

2 9
)

て

い

る
｡

こ

の

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

に

は

古
く

か

ら
ユ

ダ

ヤ

人
の

共

同
体
が

存

(

3 0
)

在
し
て

い

た

が
､

一

五
一

六

年
以

降
そ

れ

は

ゲ
ッ

ト

ー

の

中
に

限

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

て

い

た
｡

そ

し

て

こ

こ

で

も
一

五

億

紀
未
に

マ

ラ

ノ

ス

の

追

放
の

布
告
が

出
さ

れ

て

い

た

の

で

あ
る

が

適
用

さ

れ

る

こ

と

ほ

な

く
､

こ

の

都
市
は

｢

マ

ラ

ノ

ス

で
一

杯
に
+

な
っ

(

3 1
)

て

い

た
｡

ベ

ア

ト

リ

ァ

ク

ス

ほ

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

の

都
市
貴
族
と
も

交

際
を

結
ぶ

こ

と

が

で
一

き

た

が
､

こ

こ

に

至
っ

て
､

ベ

ア

ト

リ
ッ

ク

ス

と

ブ

リ

ア

ン

ダ

の

姉
妹
関
係
に

重

大

な

乱
轢
が

生

じ

た
｡

ブ

リ

ア

ン

ダ

は
､

自
分
の

娘
が

メ

ン

デ
ス

家
の

運

営
か

ら

外
さ

れ

て

い

る

こ

と

に

我

慢
で

き

な

く

な
っ

て

い

た
っ

そ

し

て

も

う
一

つ

そ

れ

以

上

に

深
刻
な

問
題
は

､

姉
が

ト

ル

コ

ヘ

行
く

計

画
を

放

棄
し
て

い

な

か

っ

た

の

に

対
し

て
､

妹
は

半
ば

野
蛮
と

考
え

ら

れ

て

い

た

ト

ル

コ

に

赴
く
の

を

良
し

と

せ

ず
､

こ

れ

を

拒
絶
し

た

の

で

あ

る
｡

こ

の

係
争
は

裁
判
に

持
ち

込

ま

れ
､

そ

の

結
果
ベ

ア

ト

リ
ッ

ク

ス

は
､

彼
女
が

管
理

し
て

い

た

財
産
の

半
分
を

ヴ
ュ

ネ

ッ

ィ

㌢

の

公

庫
に

姪
(

つ

ま
り

デ
ィ

エ

ゴ

と
ブ

リ

ア

ン

ダ

の

娘
)

が
一

八

歳
に

達
す

臣
軒
野
■ピ
乱
打
.

丸

如

■
必
町
･

†

H
1

7
-

廿

1
′

サi

や
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(

3 2
)

る

ま

で

寄
託
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
く

な
っ

た
｡

し
か

し
ベ

ア

ト

リ
ブ

タ

ス

ほ

財
産
の

分

離
を

望
ま

ず
､

そ

れ

で

ブ

リ

ア

ン

ダ

は

メ

ン

デ
ス

家
の

資
金
を

預
か

っ

て

い

る

銀
行

業
者

に

差
し

押
え
の

措

置
に

出
た

｡

ベ

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

の

側
は

リ

ヨ

ン

や

そ

の

他
の

都
市
に

｢

彼
女
が

最
も

信
威
し
て

い

る

代

理

人
+

を

送
り

込
ん

で

ブ

リ

ア

ン

ダ

の

措
置
を

無
効
な
ら

し

め

よ

う
と

し
た

｡

ベ

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

は

こ

う
し
て

判
決
の

出
た

直
後

､

フ

ェ

ル

ラ

ー

ラ

に

逃
亡

し
た

｡

フ

ェ

ル

ラ

ー

ラ

は

公

夫

人
が

フ

ラ

ン

ソ

ワ
一

世

の

娘
で

以

前
か

ら
ユ

ダ

ヤ

人
に

対

し
て

寛
大

な

政

策
を

採
っ

て

き

た
｡

こ

こ

で

は
ベ

ア

ト

リ

ブ

タ

ス

は
ヘ

ブ

ラ

イ

名
ド

ナ
･

グ

ラ

シ

ア

n

b
n
p

G
r

g
-

p

を

名
乗
っ

て

い

た

よ

う
で

あ

る
｡

の

ち

に

ブ

(

3 3
)

リ

ア

ン

ダ

も
こ

こ

に

や
っ

て

来
て

こ

の

姉
妹
は

和
解
し
た

｡

こ

の

間
ジ

ョ

ア

ン

ほ

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

近

く
の

島
に

マ

ラ

ノ

ス

の

避
難
地

を

作
る
べ

く

画

策
し
て

い

る
｡

こ

の

望
み

は

通
え

ら
れ

凌

か

っ

た
｡

ま

た

彼
が

リ
ヨ

ン

､

マ

ル

セ

イ
ユ

や

シ

チ

リ

ア

島
で

謀

(

3 4
)

報
活

動
を

し

た

こ

と

は

確
実
だ

と
い

わ

れ

て

い

る
｡

こ

う

し
た

最
中
ト

ル

コ

使
節
の

知
ら
せ

が

フ

ス

ル

ラ

ー

ラ

に

届

い

て

二

人
の

姉
妹
を

悩
ま

せ

る

こ

と

に

な
る

｡

こ

の

ト

ル

コ

使
節

の

も
た

ら
し

た

内

容
が

何
で

あ
っ

た
か

定
か

で

は

な
い

が
､

次
の

動
静
か

ら

見
て

イ

タ

リ

ア

を

離
れ

る

(

そ

し
て

ト

ル

コ

に

赴
く
)

提
案
が

な
さ

れ

て

い

た

と

み

て

よ

い

だ

ろ

う
｡

と

も

か

く
ベ

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

ほ

妹
と

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

に

戻
る

｡

し
か

し
コ

ン

ス

タ

ン

チ

ノ

ー

プ

ル

ヘ

出
立

し
ょ

う
と
い

う

段
に

な
っ

て
､

ブ

リ

ア

ン

ダ

は

再

び

同

行

を

拒
香

す
る

に

及

ん

だ
｡

到

着
七
た

使
節
と

姉
妹
の

間
に

き

ま

ず
い

関
係
が

続
い

た

が
､

も

う
一

人

の

使
節

S
i

n
由

巨

C
F
小

2
0

亡

群

が

来
訪
し

､

姉
妹
の

仲

裁

を

申

し

出
､

一

五

五

二

年

七

月
に

和
解
が

成

立

し

た
｡

ブ

リ

ア

ン

ダ

に

は

持
参
金
や

娘
の

養

育
費
等
が

認
め

ら

れ
､

そ

れ

と

引
き

換
え

に

訴
訟
が

取
り

下

げ
ら

れ

て
､

か

く
て

彼
女
に

完
全
な

自
由
が

約
束
さ

れ

た
｡

そ

し
て
べ

(

3 5
)

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

は

ラ

グ

ー

サ

に

向
か

う
ガ

レ

ー

船
に

乗
船
し

た
｡

以

上
の

願
末
で

全

て

ほ

落
着
し
た

か

に

見
え

た

矢

先

き
､

一

大

事
件
が

出
来
し
た

｡

事
は

メ

ン

デ
ス

家
の

娘
の

結
婚
問
題
か

ら

起
こ

っ

た
｡

こ

の

点

ブ

リ

ア

ン

ダ

は

娘
を

ジ
ョ

ア

ン

に

嫁
が

せ

る

ぺ

き

か

ヴ
ュ

ネ

ッ

ィ

(

詭
)

ア

の

都
市
貴
族
に

す
べ

き

か

遮
巡

し
て

い

た

し
､

ベ

ア

ト

リ
ッ

ク

ス

の

陣
営
も
メ

ン

デ
ス

家
の

娘
が

マ

ラ

ノ

ス

以

外
の

男
と

結
婚
す

る

こ

と

に

た

め

ら
い

を

感
じ

､

そ

の

一

方
で

先

き
の

協
定

で

決
め

ら

れ

た

手
付

け

金
の

払
い

込
み

を

遅
ら
せ

て

い

た
｡

こ

う
い

う

中

(

3 7
)

で

ジ

ョ

ア

ン

は

娘
を

誘
拐
す
る

挙
に

出
た

の

で

あ

る
｡

一

五

五

三

年
一

月

夜
間
に

乗
じ

て

ブ

リ

ア

ン

ダ

邸
に

近
付
い

た

湖
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小

舟
は

､

そ

の

あ

と
フ

ェ

ル

ラ

ー

ヲ

に

向
か

っ

た
｡

し

か

し

逃
亡

者
は

教
皇

領
を

通

過

中
､

フ

ァ

エ

ン

ツ

ァ

で

捕
わ

れ

ラ

グ
ェ

ン

ナ

に

連
れ

ら
れ

て

し
ま

っ

た
｡

そ

し
て

ジ

ョ

ア

ン

と

娘
の

婚
姻
が

こ

の

地
で

盛

大
に

祝
わ

れ

た

と

記

述
し
.
て

い

る

年
代

記
も

あ

る
｡

こ

う
し

た

振
る

舞
い

に

対
し

､

市
当

局

も

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

貴
族

も

憤

慨
し

た
｡

そ

し
て

ジ

ョ

ア

ン

に

対

す
る

欠

席
裁
判
が

開
廷

さ

れ

た
｡

そ

の

判

決
は

厳
し
い

も
の

で

あ
っ

た
｡

彼
の

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

領
内

か

ら
の

永
久

追
放
と

捕
縛
し

た

易
合
に

は

絞
首
刑
た

る

こ

と

が

定

め

ら

れ
､

彼
に

対

す
る

懸

賞
金

も
こ

と

細
か

に

設
定
さ

れ

た

の

で

(

3 8
)

あ
っ

た
｡

こ

う
し

た

情
勢
の

ヰ
で

教
皇
庁
は

件
の

娘
ベ

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

を

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

に

送
り

返

し
､

ジ

ョ

ア

ン

ほ
ロ

ー

マ

に

赴
い

て

ラ

ヴ
ェ

ン

ナ

で

の

彼
ら
の

結
婚
の

正

当

性
を

弁
じ
た

｡

そ

し

て

教

皇

庁
側
は

ジ

ョ

ア

ン

の

陳
述
が

ロ

ー

マ

の

法
廷
で

聴
聞
さ

れ

る

ま

で

刑
の

執
行
を

猶
予

す
る

よ

う

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

に

要
求
し

､

両

者
の

間
に

ほ

険
要
な

空

気
が

流
れ

た
｡

こ

う
し
て

先

き
の

刑
が

い

わ

ば

(

刃
)

｢

確
定
+

し
て

し

ま
っ

た

の

で

あ

る
｡

も

は

や

メ

ン

デ
ス

家
に

は

ト

ル

コ

行
き
の

遺
し
か

残
さ

れ

て

い

な
か

っ

た
｡

そ

し
て

ブ

リ

ア

ン

ダ

と

そ

の

娘
に

対

し
て

ト

ル

コ

に

赴
く

説
得
が

諸
々

の

約
束

事

や

脅
迫
を

ま
じ

え

て

続
い

て

い

た
｡

そ

の

説

得
の

最
中
の

一

五

五

五

年
六

月
に

ブ

リ

ア

ン

ダ

の

全

財
産

榔

を

管
理
し

て

い

た

代

理

人
の

コ

ス

タ

T
ユ

賢
p

n

d
e

C
O
∽

t

p

が

ユ

ダ

ヤ

教
徒
と
の

密
告
が

あ
っ

た
｡

共

和
国

は

異
端
審
問
に

乗
り

気

で

は

な

か
っ

た

が
､

し
か

し

異
端
を

処
罰
す

る

義
務
も

あ
っ

た
｡

コ

ス

タ

は

逮
捕
さ

れ

十

人

会
議
の

前
に

引

き

出
さ

れ

る

こ

と

に

な

(

00
)

る
｡

グ

リ
ユ

ン

ボ

･

バ

ラ

ン

.
は

こ

の

審
問
調

書
の

フ

ラ

ン

ス

語
訳

を

掲
載
し

て

い

て
､

そ

れ

ほ
一

六

世

紀
マ

ラ

ノ

ス

の

イ

タ

リ

ア

で

(

4 1
)

の

生

活
に

つ

い

て

貴
重

な

素
材
を

提
供
し

て

く

れ

る

の

で

あ

る

が
､

こ

こ

で

は

必

要
な
こ

と
の

み

に

と

ど

め

ざ

る

を

え

な
い

｡

こ

の

審
問
の

過

巷
で

彼
ほ

ブ

リ

ア

ン

ダ

が

キ

リ

ス

ト

教
徒
だ

と

答
え
て

い

る

の

で

あ

る

が
､

し
か

し
そ

の
一

方

で

彼
女

は

彼
が
ユ

(

4 2
)

ダ

ヤ

教

徒
で

あ

る

こ

と

を

知
っ

て

い

た

と

告
白

し

て

い

る
｡

コ

ス

タ

ほ

次
の

よ

う

な
興

味
あ

る

内

容
を

語
っ

て

い

る
｡

｢

私

は

ポ

ル

ト

ガ

ル

で

は

内

面

的
に

は
ユ

ダ

ヤ

教
徒
と

し
て

生

活
し

外

面

的
に

は

キ

リ

ス

ト

教
徒
で

あ
っ

た
｡

一

四

年
前
に

ポ

ル

ト

ガ

ル

を

出
て

以

後
は

､

私
は

と

き

に

キ

リ

ス

ト

教
徒

､

他
の

折
に

は
ユ

ダ

ヤ

教

徒
で

生

き
て

き

た
が

､

そ

れ

ほ

ア

ン

ト

ウ
ェ

ル

ベ

ン

で

ほ

異

端

審

問
が

怖
か

っ

た
か

ら
で

す
｡

フ

ェ

ル

ラ

ー

ラ

で

は

と

き

に
コ

ス

タ

と

呼
ば

せ

た

場
合
を

除
い

て

は

内
･

外

両

面
で

一

貫
し

て
ユ

ダ

ヤ

教
徒
と

し

て

生

活
し
て

ま

い

り

ま

し

た
｡

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

で

ほ

私

†
こ

主
ょ

‥

謙
7

ヤ

を

小

如

◆書

絆

や

三

重
㌔
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彬

･

輯
サ

･

､バ

珊
■

叫
■

.

は

内

面
的
に

ほ
ユ

ダ

ヤ

教
徒
で

生

き
､

外
面

的
に

は
､

ま

た

通

行

証
の

た

め
に

ほ

私
は

学
士
コ

ス

タ

と

呼
ば

せ

て

キ

リ

ス

ト

教
徒
と

(

4 3
)

し

て

生

き

て

ま
い

っ

た

の

で

ご

ざ
い

ま

す
+

､

と
｡

教
皇
特

使
は

ブ

リ

ア

ン

ダ

に
､

娘
が

キ

リ

ス

ト

教
徒
と

し
て

生

き

た

い

と

い

っ

て

い

る

こ

と
､

ま

た

娘
が

母

親
か

ら

離
れ

る

方

が

よ

い

と

勧
告

し

た
｡

こ

れ

に

対

し
て

ブ

リ

ア

ン

ダ

は

嘆
願
書
を

十

人

会
議
に

送
っ

て
､

そ

の

中
で

措
置
に

変
化
が

あ

る

な

う

(

つ

ま

り

娘
と

一

緒
な

ら

と

い

う

こ

と

1
筆
者
注

1
)

､

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

を

離
れ

る

と

言

明

し

た
｡

ま
た

特
に
コ

ス

タ

の

放
免
こ

そ

大

.
(

叫
)

事
だ

と

訴
え

た
｡

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

は
コ

ス

タ

を

釈
放
し

､

さ

ら

に

ブ

リ

ア

ン

ダ

と

娘
が

個
別
に

審
問
さ

れ

た
｡

そ

の

中
で

ブ

リ

ア

ン

ダ

ほ

次
の

よ

う

に

言

明

し
て

い

る
｡

｢

私
は

新

キ

リ

ス

ト

教

徒
､

つ

ま

り

無
理

や

り

洗
礼
さ

れ

た

人

間
で

す
｡

で

も

心
の

中
で

は

私
は

い

つ

も
ユ

ダ

ヤ

教
徒
で

あ
っ

た

し
､

こ

れ

か

ら

も

そ

う
で

あ
り

た

い

の

で

す
+

と
｡

娘
も

ま
た

､

｢

私
は

母
の

宗
教
で

生

き

て

い

た

い
+

と

答
え

､

｢

い

か

な
る

宗
教
か
+

と

の

問
い

に

は
っ

き

り
と

､

｢

ユ

ダ

ヤ

教
で

す
+

(

4 5
)

と

応
じ
て

い

る

の

で

あ

る
｡

そ

し
て

最
終
的
に

ブ

リ

ア

ン

ダ
に

一

カ

月

以

内
に

ヴ
ェ

ネ

ツ

ィ

ア

を

離
れ

る

皆
の

判
決
が

言
い

渡
さ

れ
､

彼
女
の

滞
在
延

長
の

要

求
は

却
下
さ

れ

た
｡

コ

ス

タ

も

ま
た

一

四

日

以

内
の

出
立
を

命
ぜ

(

舶
)

ら

れ

た
｡

(

2 9
)

G

2
n
e

b

賀
m
･

田
巴
-
i

n
.

尽
.

邑
.

-

ワ

孟
.

(

3 0
)

ち

な
み

に

｢

ゲ
ッ

ト

ー
+

の

語

源
は

そ

れ

が

名
の

砲

鋳
造

区

画
に

ち

な

ん

で

い

る

由
で

あ

る
｡

い
.

色
e
t

t

O

と

い

う

叫

監
札

こ

p
.

会
.

n
･

(

3 1
)

旨
叫

札
こ

p
一

会
.

(

3 2
)

丸

監
軋

●

､

p

ワ

蓋
-
£
.

(

3 3
)

叫

監
礼

･

.

勺
p
.

蓋
1
志
●

(

3 4
)

丸

監
軋

■

(

3 5
)

丸

g
礼

■

､

p

ワ

ミ
ー
訟
.

(

3 6
)

ブ

リ

ア

ン

ダ

に

は
一

時
キ

リ

ス

ト

教
に

近
づ

い

て

い

た

行

状
が

認
め

ら

れ

る
｡

旨
㌫
･

.

ワ

去
･

(

3 7
)

丸

g
n

r

ワ

h

N
･

(

3 8
)

旨
叫

礼
こ

り

訟
･

(

3 9
)

札

監
軒

-

勺

p
●

巴
-

竺
●

(

4 0
)

叫

g
札
こ

p
,

竺
･

(

4 1
)

軋

巴
札
こ

p

p
･

竺
-
巴
･

(

42
)

軋

訂
礼
･

､

p
･

h

γ

(

43
)

】

変
乱
･

､

p

ワ

詮
-

笠
･

(

叫
)

誉
礼
こ

p
･

芝
･

(

45
)

旨
叫

軋
こ

p
･

か

N
･

(

4 6
)

旨
計
汁

そ
の

後
フ

ラ

ン

ス

王

の

介
入

と
い

う

思
い

が

け

な

い

事

■7

澄
も

あ
っ

て

破
ら
の

出
立

ほ
や

や

遅
れ

た

よ

う

で

あ

る

ご
監
丸
･

､

増

ゃ

乃
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か

ぃ

卜
か

ぃ
.

こ

う
し
て

舞
台
は

ト

ル

コ

に

移
る

｡

ベ

ア

ト

リ

ブ

タ

ス

は

既
に

一

五

五

二

年
の

夏
コ

ン

ス

タ

ン

チ

ノ

ー

プ

ル

に

到
着
し

て

い

た
｡

彼
女

は

多
く
の

従

者
を

従

え
､

四

台
の

網

掛

け

の

馬

車
で

入

市

し
､

大

邸
宅
に

住
ん

だ

と
い

わ

れ

て

い

る

が
､

別

に

報

ず
る

と
こ

ろ
に

よ

れ

ば

市
内
に

は

住
ま

わ

ず
農
村
で

庭

園
に

囲
わ

れ

た

生

活

を

送
っ

た

と

も

伝
え

ら

れ

て

い

る
｡

し
か

し

彼
女
の

心

は

到
着
早

早

新
し
い

心

配
事
で

満
た

さ

れ

た
｡

メ

ン

デ
ス

家
の

も
つ

富
が

権

力
の

欲

望
を

そ

そ

っ

た

の

で

あ
る

｡

そ

う
し

て

い

る

う

ち
に

一

五

五

三

年
一

一

月
ジ

ョ

ア

ン

が

コ

ン

ス

タ
ン

チ

ノ

ー

ブ

ル

に

上

陸
し

(

4 7
)

た
｡

そ

れ

ま

で

ジ

ョ

ア

ン

は
ロ

ー

マ

で

彼
が

ラ

グ
ェ

ン

ナ

で

行
な
っ

た

結
婚
の

有
効
性
を

証

明

す
る

教
皇
の

判

決

を

得
よ

う

と

奔

走

し
て

い

た
｡

彼
は

フ

ラ

ン

ス

王

の

ロ

ー

マ

使

節
で

あ

る

け

戸

d
e

r
P

n
Ⅶ

胃

に

頼
み

込
ん

で
､

彼
の

結

婚
と

財
産
を

戻
し
て

く

れ

る

よ

う
フ

ラ

ン

ス

王

が

介
入

し
て

く
れ

れ

ば

利
子
な

し
で

五

万
､

い

な
一

〇
万
エ

キ
ュ

を

貸
し

付

け
る

と

申
し

出
た

の

で

あ

る
｡

こ

う

し
て

彼
は

ス

ル

タ

ン

に

宛
て

た

同

人
の

書
簡
を

手
に

入

れ

た
の

で

(

裾
)

あ
っ

た
｡

と
こ

ろ
で

ポ

ル

ト

ガ

ル

便
鮨
の

書
簡
に

よ

っ

て

ト

ル

コ

ま

で

の

ジ

ョ

ア

ン

の

様
子

を

窺
う
こ

と

が

で

き
る

｡

そ

れ

に

よ

る

と
ベ

ア

ト

リ

ッ

ク

ス

が

ラ
グ

ー

サ

で

船
を

臆
装

さ

せ

て

そ

れ

を

ア

ン

コ

ー

ナ

に

送
り

､

彼
が

必

要
と

す
る

も
の

全
て

を

調

達
で

き

る

よ

う
に

せ

よ

と

の

指
令
が

出
さ

れ

て

い

た
｡

ま

た

こ

の

使
節
は

､

ジ

ョ

ア

ン

が

ア

ン

コ

ー

ナ

か

ら

同
人

に

宛
て

て
､

三

カ

月

以

内
に

戻
っ

て

来
る

筈
だ

と

認

め
て

い

る
｡

こ

の

こ

と
か

ら
グ

リ
ユ

ン

ボ
･

バ

ラ

ン

は
､

ジ

ョ

ア

ン

が

ア

ン

コ

ー

ナ

に

赴
い

た

際
､

彼
ほ

ま

だ
コ

ン

ス

タ

ン

チ

ノ

ー

プ

ル

に

最
終
的
に

定
着
す
る

つ

も

り
で

は

な

か
っ

(

省
)

た

の

で

は

な
い

か

と

疑
問
を

呈

し

て

い

る

の

で

あ
る

｡

そ

れ

は

と

も
か

く
､

ジ

ョ

ア

ン

の

到
着
も

ま
た

き
ら

び

や

か

で

あ
っ

た
｡

彼
に

は
三

人
町

費
族
が

付

き

従
い

､

二

〇
人

の

ス

ペ

イ

ン

人

従

僕
が

貴
族
と

見

紛

う
ば

か

り
の

服
装

を

し
て

や

っ

て

き

た

と

い

わ

れ

る
｡

彼
自
身
は

と

い

え

ば
､

黒
猫
で

覆
わ

れ

た

絹
を

ま

と
っ

て

い

た
｡

そ

し
て

そ

の

到
着
か

ら
か

な

り

の

ち
に

な
っ

て
､

ジ

ョ

ウ

ノ

ン

･

ミ

ケ

ス

は

ヘ

ブ

ラ

イ

名
ジ

ョ

セ

フ

･

ナ
シ

と

し

て

歴

(

5 0
)

史
に

登

場
し
て

く
る

の

で

あ

る
｡

そ

し

て

こ

の

ジ

ョ

セ

フ

が

こ

の

地

で

結
婚
す
る

の

ほ
ベ

ア

ト

リ

ブ

タ

ス

の

娘
､

つ

ま
り

か

つ

て

ア

ラ
ゴ

ン

貴
族
の

求
婚
し
た

若
き

73 ∂

臣
瞥

ユ

弘
一

r一

■､

弘
一

叫

･

血

叩

ヤ

･

か

●
1

蝉

卑

1

豪
富
■.

′

ト
賢
け
ト

ト
駄



重
責
惑
溺
潤

芝

.′瀬

'
1

で

享
叫

轍
吋

貞

一

■-

叫

坤
り

叫

.

車
三

ノ

覇
r

≠
.

レ

イ

ナ

で

あ
っ

た
｡

従
っ

て

先

き
の

ラ

ヴ
ェ

ン

ナ

で

の

結
婚
と

財

産
の

回

復
は

も

は

や

問
題
で

は

な

く

な
っ

て

い

た

の

で

あ

る
｡

結
婚
式
は

一

五

五

四

年
六

月
に
ユ

ダ

ヤ

教
の

習

慣
に

則
っ

て

盛
大

(

5 1
)

に

と

り

行
な

わ

れ

た
｡

( ( ( ( (

5 1 5 0 4 9 4 8 4 7

誉
礼

こ

p

p
.

笥

-
霊
･

軋

監
礼

.

､

ワ

か

P

叶

ひ
叫

礼
.

謎
丸

札
.

､

p

p
.

か

り

ー
冒
･

旨
丸

軋
こ

■p
ワ

コ
ロ

ー
ご
･

( 2 9 ) 一 六 世 紀 マ ラ ノ ス ･ ナ シ N a c i 家の 航跡

こ

れ

ま
で

メ

ン

デ
ス

家
の

ト

ル

コ

に

至
る

ま
で

の

彷
径
と

遍
歴

(

5 2
)

の

顛
末
を

辿
っ

て

き

た

が
､

実
は

そ

れ

は
こ

の

ナ

シ

家
に

と
っ

て

ほ

＋

ル

コ

定

着
後
の

多
彩
で

際
立

っ

た

活
動
か

ら

み

る

と
､

あ

た

か

も

同
家
の

前
史
を

な

す
か

の

よ

う
に

さ

え

み

ら

れ

る
｡

そ

れ

ほ

ど

ナ

シ

家
の

ト

ル

コ

定

着
は

手
堅

く

か

つ

美
事
で

あ
っ

た
｡

そ

れ

で

最
後
に

そ

の

後
の

ナ

シ

家
に

つ

い

て

少
し

ば
か

り
み

て

お

く
こ

(

5 3
)

と

に

し
た

い
｡

ジ

ョ

セ

フ

･

ナ

シ

は

ス

ル

タ

シ

の

ソ

リ

マ

ン

S

O
-

-

m
甲
ロ

と

宰

相

河
亡
S

t

空
日

勺

慧
F
p

の

好
適
を

得
て

､

ト

ル

コ

皇
帝
の

重

要
な

側
近

､

つ

ま

り
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

情
報
の

提
供
者
と

な
っ

た
｡

彼
ほ
■

ど

キ

リ

ス

ト

教
世

界
の

情
報
を

的
確
に

知
ら

せ

て

く

れ

る

人

物
は

い

な
か

っ

た
｡

し
か

し

ナ

シ

は

こ

の

ス

ル

タ

ン

の

後
継
者
の

支

持

を

つ

か

む
こ

と

に

も

意
を

注
い

だ
｡

ソ

リ

マ

ン

に

は

四

人
の

息

子

が

い

た

が
､

ナ

シ

は

四

番
目
の

セ

リ
ム

･
S
e
-
-

m

に

目

を

つ

け
､

セ

リ
ム

が

ま
だ

小
ア

ジ

ア

の

地

方

長
官

を

し
て

い

る

時
代
に

そ

の

地

を

訪
れ

､

彼
の

知
己
を

う
る

き
っ

か

け

を

作
っ

て

い

る
｡

そ

し

て

や

が

て

こ

の

セ

リ
ム

が

ス

ル

タ

ン

の

位
に

登
っ

た

と

き

(

一
一

五

六

六

年
)

､

ジ

ョ

セ

フ

･

ナ

シ

は

ギ

リ

シ

ア

人

の
､

､

､

カ

エ

ル

･

カ

ン

タ

ク

ゼ

ー

ノ

ス

と
並

ぶ

腹
心
と

し

て

重

用
さ

れ
､

｢

ナ

ク

ソ

ス

公
-

e

d

∈
U

d
e

Z
p

担
0

∽

+

と

な

り
､

商
業
交
易
に

も

広
く

手

を

延

ば
し

､

づ

ら

に

は
一

五

七
一

年
の

ト

ル

コ

の

キ

プ

｡

ス

攻

略
に

も

(

5 4
)

手
を

貸
す
ほ

ど

に

な
っ

た
の

で

あ
る

｡

(

5 2
)

注

(

1
)

を

参
照

｡

(

5 3
)

と
い

っ

て

も

ー

ル

コ

定

着
後
の

活

動
こ

そ

ナ

シ

家
研

究
の

本

領

場
で

あ
っ

た
｡

注

(

3
)

の

著
書
の

領
域
が

そ

れ
で

あ

る
｡

(

5 4
)

G
2
n
e

b

p
亡

m
一

切

巴
E

n
-

尽
･

へ

恵
こ

p
勺
･

巴
-
芸
-

-

竜
一
ー

訟
い

河
O
t

F

尽
.

邑
.

.

p

p
.

-

詮
-
-

芸
●

こ

れ

ら

の

点
の

詳
細
に

つ

い

て

ほ

別

稿
を

用
意
す
る

し

か

な
い

｡

∂

(

尊
者
ほ

一

橋
大

学
地

中

海
研

究
会
の

渡
辺

金
一

氏
か

ら

ナ

シ

家
に

乃
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ウ

い

て

跡
砂

て

教

示

を

称
､

主
た

る

文

駄
資
粁
を

官
与
さ

れ

た
小

こ

お

き

た
い

か

)

こ

に

深

甚
の

謝
意

を

表
す
る

次

第
で

あ

る
｡

な

お
､

本

稿
に

つ

い

て

の

責
任
ほ

全
て

筆

者
中

沢
の

負
う
と

こ

ろ
で

卦

る

こ

と

を

明

記
し

て

(

弘
前
大

学
助

教

授
)

乃抄

㌣
1

才
戸

村

■
溢
叩
】

ヤ

一軒

七

+

賢
｢

山

r
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∵

皇
F
=

く




